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2020年12月期業績説明

Ⅰ. 2020年12月期連結業績概要

Ⅱ. 2021年12月期連結業績見通し
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2020年12月期連結業績概要
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連結業績ハイライト（報告セグメント）

2020年11月1日より、持分法適用関連会社の社名変更
株式会社フィスコデジタルアセットグループ→ 株式会社Zaif Holdings
株式会社フィスコ仮想通貨取引所 → 株式会社Zaif
株式会社サンダーキャピタル → 株式会社Zaif Capital

・情報サービス事業

・広告代理業

・暗号資産・ブロックチェーン事業

（株）フィスコ

（株）フィスコ・コンサルティング

事業セグメント

持分法適用関連会社
営業外収益に業績反映

（株）Zaif Holdings
暗号資産事業持分会社

（株） Zaif
暗号資産交換所

（株） Zaif Capital
暗号資産投資事業会社
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連結業績概要（計画対比）

2020年12月期
（計画）

2020年12月期
（実績）

計画対比

金額 金額 達成率

売上高 1,246 1,119 89％
営業利益 156 61 39％
経常利益 39 ▲127 －

親会社株主に帰属する
当期純利益 12 66 550％

新型コロナウィルス感染症の影響を受け、計画対比は未達であった
ものの、当期純利益は計画を上回り、黒字で着地

単位：百万円

・大企業向け統合報告書やアニュアルレポートの売上検収時期の延期、失注が発生
・スポンサー型アナリストレポート(企業調査レポート)契約企業の業績悪化による、サービスの一時中断
・2020年夏に予定されていた東京オリンピック・パラリンピックの延期による企業広告の減少
・外注費用、システム保守料の増加等によるコスト増
・ネクスグループおよび、Zaif Holdingsに対する、持分法による投資損失の計上

■計画未達要因
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連結業績概要（前年対比）

2019年12月期 2020年12月期 対前年同期比

金額 金額 金額 増減率

売上高※ 5,789 1,119 ▲4,670 ▲81％
今期報告セグメント売上高 1,173 1,119 ▲54 ▲5％
営業利益 ▲586 61 647 －

経常利益 ▲984 ▲127 1,111 －

親会社株主に帰属する
当期純利益 ▲666 66 732 －

前期比で大幅な利益の改善を実現

営業利益および当期純利益で黒字を確保
単位：百万円

※2019年12月期は、株式会社ネクスグループ連結数値を含む

安定的な収益および利益基盤を再構築
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連結業績概要（セグメントごとの業績推移）

各事業セグメントにおいても、前期比増益で推移

2019年12月期 2020年12月期 対前期差異

売上 営業利益 売上 営業利益 売上 営業利益

情報サービス事業 1,082 194 1,031 304 ▲51 110

広告代理業 80 ▲10 65 18 ▲15 28
暗号資産・ブロック
チェーン事業 10 ▲1 22 20 12 21

単位：百万円



7

連結業績概要（自己資本比率改善）

2019年12月
期（前期末）

2020年12月
期

増減 増減率

流動資産 369 493 124 34％

固定資産 1,833 2,227 393 21％

資産合計 2,203 2,720 517 24％

流動負債 336 212 ▲124 ▲37％

固定負債 1,080 1,209 128 12％

負債合計 1,416 1,421 4 0％

純資産 786 1,299 513 65％

単位：百万円

流動比率
110％

232％

自己資本比率
36％

46％

前期末に比較して、流動比率が大幅に増加

自己資本比率も順調に改善しており、安定的な財政状態を維持
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連結業績概要（期末配当）

2020年12月期期末配当を実施

2019年12月期配当実績

1株当たり配当金 0.5円

2020年12月期配当

1株当たり配当金 3.0円
※ 2021年3月に開催予定の定時株主総会に付議
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連結業績概要（株主優待）

従来の「クラブフィスコＩＰＯナビ（リミテッド）」に加え、

自社暗号資産フィスココイン（FSCC）を進呈

基準日における
保有株式数

優待内容
ｸﾗﾌﾞﾌｨｽｺIPOﾅﾋﾞ（ﾘﾐﾃｯﾄﾞ）

100株以上 2,500株未満 1か月無料クーポン
（6,6000円相当）

2,500株以上 5,000株未満 3か月無料クーポン
（19,800円相当）

5,000株以上 6か月無料クーポン
（39,600円相当）

1.現行の株主優待の内容： ｸﾗﾌﾞﾌｨｽｺIPOﾅﾋﾞ（ﾘﾐﾃｯﾄﾞ）

2.追加の株主優待の内容： FSCC進呈

2020年12月末基準の株主の皆様を対象に

FSCC（500円相当）を進呈
※進呈方法
株主様と同一名義の Zaif Exchange の口座が必要となります。
配布予定日までに Zaif Exchangeの口座開設をお願いいたします。

＜Zaif Exchange＞https://zaif.jp/

※配布予定日
2021年4月下旬（予定）
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2021年12月期連結業績見通し
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事業計画（2021年12月期）

① 個人投資家向けコンテンツ拡販の推進、投資
教育・金融経済コンテンツサービス強化

② 暗号資産の情報配信、機関投資家向けコンテ
ンツの拡大

③ スポンサー型アナリストレポート(企業調査レポ
ート)営業推進強化と契約社数1,000社を目標

④ 広告媒体提案力の強化や制作プロセス改善

⑤ 管理体制のさらなる強化（組織横断的な体制
強化を推進）

2021年12月期

売上高 1,074
販売費及び一般管理費 693
営業利益 76
営業外収益 ※ 157
営業外費用 2
経常利益 231
親会社株主に帰属する当期
純利益

226

1.事業計画数値目標 単位：百万円 2. 目標の実現に向けた具体的な諸施策

参照）2020年12月期～2022年12月期中期経営計画

既存事業の安定成長、暗号資産関連事業の取り組み通じて、企
業価値の向上を目指す

※持分法適用関連会社の株式会社Zaif Holdingsの持分法による投資利益157百万円を含んでおり、当社の業績に大きく寄与
することが見込まれます。2020年10月からのビットコインを中心とした暗号資産取引価格の急騰を受け、株式会社Zaif Holdings
の子会社の株式会社Zaifが運営する暗号資産交換所「Zaif Exchange」での取引量の増加、手数料収入の大幅な増収により、
2021年1月に130百万円の当期純利益を計上するなど、Zaifの今期事業計画に対し、すでに27％超の進捗となっておりますが、
2021年12月期連結業績予想において、現時点では業績予想は据え置きとしております。
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事業計画（期末配当）

2020年12月期に引き続き期末配当を予定

2021年12月期配当（予定）

1株当たり配当金 3.0円



13

フィスココイン（FSCC)経済圏の拡大

インフラの充実

FSCCの価値向上を通じてフィスコの企業価値の向上を目指す

フィスココイン（FSCC)

・FSCCのプロトコルを「ERC20」に変更
・スマートコントラクトを利用したバーチャ
ル株主総会の議決権行使、株主優待ア
プリケーションの開発

流通の促進
・Zaif Exchangeにて、「主要通貨」にて取引
・海外投資家の認知度向上のため、海外交
換所へ上場
-Hotbit
-FinexBox
-ProBit

サービスの拡充 ホルダーの参画
・「クラブフィスコ」およびクシム子会社のイ
－フロンティアが運営するイーフロンティ
アストアにて、FSCCを決済通貨に採用
・きちりホールディングスの飲食店舗によ
る決済通貨に採用

・株主優待としてFSCC付与
・Zaif Exchangeにおける企画プレゼントと
してFSCC採用
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参考）フィスココイン価格推移

FSCCの価格が1年で14倍以上に
2020年1月に＠7円 → 2021年1月には＠95円に

取引価格
95円超
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本資料の取り扱いについて

本資料の取り扱いについては、株式会社フィスコに関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述を含み
ます。

これらの記述は、当社が本資料の作成時点において入手した情報に基づき、本資料の作成時点における予測等を
基礎として記載されています。また、これらの記述のためには、一定の前提(仮定)を使用しています。
これらの記述または前提(仮定)は主観的なものであり、将来において不正確であることが判明したり、将来実現しな
い可能性があります。このような事態の原因となりうる不確実性やリスクに関する追加情報については、当社の決算
短信、有価証券報告書、統合レポート等をご参照ください。

本資料における将来に関する記述は、本資料の作成時点のものであり、本資料の作成時点の後に生じた事情により
これらの記述に変更があった場合でも、当社は本資料を改訂する義務は負いかねますのでご了承ください。

本資料で使用するデータまたは表現等の欠落、誤謬、本書の使用により引き起こされる損害等に対する責任は負い
かねますのでご了承ください。


